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5
月
14
日
、
全
国
紙
朝
刊
の
1

面
ト
ッ
プ
に
2
0
1
9
年
3
月
の

景
気
動
向
指
数
か
ら
み
た
景
気
判

断
は
6
年
ぶ
り
に
「
悪
化
」
し
た

と
の
見
出
し
が
躍
り
ま
し
た
。

全
建
総
連
東
京
都
連
で
は
、
こ

の
日
昼
か
ら
消
費
税
増
税
中
止
を

求
め
る
キ
ャ
ラ
バ
ン
行
動
を
6
組

合
1
0
1
人（
東
京
土
建
は
48
人
）

の
参
加
で
行
な
い
ま
し
た
。

新
宿
駅
西
口
で
は
行
動
参
加
者

が
「
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
Ｎ
Ｏ

を
!!
」
と
書
か
れ
た
チ
ラ
シ
を
配

布
し
な
が
ら
、
宣
伝
カ
ー
か
ら
訴

え
ま
し
た
。
三
木
勉
都
連
執
行
委

員
（
東
京
土
建
専
従
常
任
中
執
）

は
「
国
民
の
大
多
数
に
は
景
気
回

復
の
実
感
は
全
く
な
い
。
小
零
細

業
者
は
消
費
税
を
価
格
転
嫁
で
き

な
い
。
10
％
に
引
き
上
げ
れ
ば
事

業
継
続
が
で
き
な
く
な
る
。
雇
用

や
地
域
経
済
に
も
深
刻
な
影
響
が

出
る
。
消
費
税
引
き
上
げ
は
中
止

し
か
な
い
。
皆
さ
ん
声
を
あ
げ
ま

し
ょ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。
演
説

者
に
共
感
し
て
手
を
振
る
2
人
連

れ
の
若
者
、
う
な
ず
い
て
い
る
人

も
見
ら
れ
ま
し
た
。

キ
ャ
ラ
バ
ン
行
動
は
有
楽
町
マ

リ
オ
ン
前
、
渋
谷
駅
東
口
ビ
ッ
ク

カ
メ
ラ
前
で
も
行
な
い
ま
し
た
。

4
月
か
ら
の
改
定
出
入
国
管
理
法
施
行

で
新
た
な
在
留
資
格
と
し
て
特
定
技
能
が

創
設
さ
れ
、
建
設
業
界
で

は
適
正
・
円
滑
な
受
け
入

れ
の
実
現
に
向
け
て
、
国

交
省
と
日
本
建
設
業
連
合

会
や
全
国
建
設
業
協
会
な

ど
20
の
業
界
団
体
が
参
加

し
、
新
法
人
「
建
設
技
能

人
材
機
構
」
（
Ｊ
Ａ
Ｃ
）

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
Ｊ

Ａ
Ｃ
は
特
定
技
能
外
国
人

の
受
け
入
れ
に
関
す
る
共
同
ル
ー
ル
（
建

設
業
界
共
通
行
動
規
範
）
の
策
定
・
運
用

や
技
能
評
価
試
験
の
実
施
に
関
す
る
業
界

団
体
の
調
整
、
特
定
技
能
外
国
人
の
入
国

前
後
の
サ
ポ
ー
ト
（
応
募
・
試
験
・
選
考

な
ど
）
を
行
な
っ
て
い
き
ま
す
。

「
建
設
業
界
共
通
行
動
規
範
」
に
は
生

産
性
の
向
上
や
国
内
人
材
の
確
保
に
向
け

て
、
適
正
な
賃
金
水
準
の
確
保
、
社
会
保

険
加
入
の
徹
底
、
長
時
間
労
働
の
是
正
、

女
性
・
若
年
者
の
就
業
促
進
な
ど
の
推
進

が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
特
定
技
能

外
国
人
を
受
け
入
れ
る
企
業
の
義
務
と
し

て
、
他
の
事
業
者
が
雇
用
し
て
い
る
外
国

人
に
対
す
る
悪
質
な
引
き
抜
き
行
為
を
禁

じ
、
元
請
企
業
に
は
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
在
留
資
格
の
確

認
や
特
定
技
能
外
国
人
へ
の
適
切
な
安
全

衛
生
教
育
お
よ
び
安
全
衛
生
管
理
を
求
め

る
と
さ
れ
ま
し
た
。

無
権
利
の
「
奴
隷
制
度
」
と
批
判
さ
れ

た
技
能
実
習
制
度
を
温
存
し
、
そ
の
上
に

具
体
的
な
措
置
が
未
決
定
の
ま
ま
施
行
さ

れ
た
特
定
技
能
で
す
が
、
実
際
に
は
技
能

実
習
か
ら
特
定
技
能
へ
の
移
行
が
主
に
行

な
わ
れ
る
も
の
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。
外

国
人
労
働
者
の
人
権
と
権
利
を
守
る
た
め

に
、
悪
質
な
監
理
団
体
や
事
業
所
が
温
存

さ
れ
た
ま
ま
、
受
け
入
れ
機
関
の
看
板
だ

け
を
獲
得
し
、
団
体
登
録
を
し
て
い
く
こ

と
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
厳
し
く
管
理
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

労
働
組
合
と
し
て
も
適
法
な
施
行
が
建

設
現
場
で
確
保
さ
れ
る
よ
う
に
外
国
人
労

働
者
の
問
題
に
対
し
て
の
取
り
組
み
強
化

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

新宿駅西口で宣伝カーから訴える各団体の代表

ボードを掲げてコール

5
月
24
日
に
は
、
「
消
費
税
い

ま
上
げ
る
べ
き
で
は
な
い
」
5
・

24
集
会
が
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
で

開
か
れ
、
1
5
0
0
人
（
東
京
土

建
か
ら
は
85
人
）
が
参
加
し
ま
し

た
。
こ
の
集
会
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
の
斎
藤
貴
男
さ
ん
や
全
国
保
険

医
団
体
連
合
会
の
住
江
憲
勇
さ
ん

ら
が
呼
び
か
け
人
の
「
10
月
消
費

税
10
％
ス
ト
ッ
プ
！
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
が
主
催
し
た
も
の
で
す
。

主
催
者
を
代
表
し
て
斎
藤
貴
男

さ
ん
は
「
今
回
の
税
率
引
き
上
げ

に
対
す
る
関
心
は
今
ま
で
の
引
き

上
げ
よ
り
高
い
の
を
感
じ
る
。
消

費
税
は
不
公
平
で
汚
ら
し
い
税

制
。
増
税
を
凍
結
し
、
ど
の
よ
う

な
税
制
に
す
べ
き
か
を
一
か
ら
議

論
す
べ
き
だ
」
と
述
べ
ま
し
た
。

呼
び
か
け
人
、
各
地
で
の
取
り
組

み
な
ど
の
リ
レ
ー
ト
ー
ク
と
立
憲

民
主
、国
民
民
主
、共
産
の
3
党
の

代
表
が
連
帯
の
あ
い
さ
つ
を
し
ま

し
た
。
集
会
終
了
後
、
サ
ウ
ン
ド

カ
ー
先
頭
に「
10
％
今
す
ぐ
中
止
」

「
増
税
し
と
い
て
福
祉
を
削
る
な
」

な
ど
と
コ
ー
ル
し
な
が
ら
銀
座
方

面
へ
パ
レ
ー
ド
を
し
ま
し
た
。

集
会
に
参
加
し
た
金
谷
修
さ
ん

（
江
東
）
は
「
10
％
ス
ト
ッ
プ
は

そ
の
通
り
だ
が
、
消
費
税
そ
の
も

の
を
な
く
し
た
い
と
い
う
の
が
私

の
考
え
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

コールする参加者

5
月
19
日
、
衆
議
院
議
員
会
館

前
で
、
月
例
の「
戦
争
さ
せ
な
い
、

9
条
壊
す
な
」
の
行

動
が
行
な
わ
れ
、
1

9
0
0
人
（
東
京
土

建
は
80
人
）
の
市
民

が
結
集
し
ま
し
た
。

集
会
の
冒
頭
で
ス
ピ
ー
チ
を
し

た
立
憲
野
党
の
福
島
瑞
穂
参
議
院

議
員
（
社
民
）
、
初
鹿
明
博
衆
議

院
議
員
（
立
民
）
、
田
村
智
子
参

議
院
議
員
（
共
産
）
は
、
安
倍
政

権
が
ア
メ
リ
カ
と
イ
ラ
ン
の
緊
張

状
態
な
ど
重
大
な
問
題
が
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
野
党
の
予
算
委
員

会
開
催
要
求
に
応
じ
ず
、
一
方
で

憲
法
審
査
会
で
の
改
憲
策
動
を
加

速
さ
せ
て
い

る
こ
と
を
批

判
し
ま
し

た
。主

催
者
あ

い
さ
つ
に
立
っ
た
1
0
0
0
人
委

員
会
の
福
山
真
劫
さ
ん
は
「
安
倍

政
権
は
外
交
政
策
、
経
済
政
策
、

憲
法
に
つ
い
て
も
八
方
ふ
さ
が
り

に
な
り
つ
つ
あ
る
。
立
憲
野
党
と

市
民
が
力
を
合
わ
せ
て
政
権
を
追

い
詰
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
訴
え
、
当
面
の
行
動
へ
の

参
加
と
し
て
3
0
0
0
万
人
署
名

を
引
き
続
き
取
り
組
む
こ
と
な
ど

を
提
起
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
国

会
に
向
か
っ
て
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー

ル
を
あ
げ
ま
し
た
。

5
月
15
日
、
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ

本
館
建
設
工
事
（
元
請
・
大
成
建

設
）
現
場
前
で
、
全
建
総
連
関
東

地
協
連
絡
会
賃
金
対
策
事
務
局
の

メ
ン
バ
ー
を
中
心
と
し
た
20
人

（
東
京
土
建
は
8
人
）
が
、
4
月

23
日
の
行
動
（
「
け
ん
せ
つ
」
2

2
8
2
号
で
既
報
）
以
来
の
宣
伝

行
動
を
行
な
い
ま
し
た
。
こ
の
日

の
行
動
は
、
「
現
場
で
困
っ
て
い

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
」
と

書
い
た
名
刺
大
カ
ー
ド
を
渡
し
な

が
ら
、
聞
き
取
る
と
い
う
も
の
。

「
特
に
問
題
な
い
」
な
ど
と
い

う
従
事
者
の
声
は
あ
っ
た
も
の

の
、
「
休
憩
所
」
「
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
」
「
自
販
機
」
な
ど
具
体
的
な

箇
所
を
示
し
て
質
問
す
る
と
、「
従

事
者
の
多
さ
に
比
べ
て
休
憩
所
が

少
な
い
」
（
補
修
）
、
「
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
は
大
渋
滞
、
作
業
に
支
障

を
き
た
す
」
（
空
調
）
、
「
自
販

機
が
少
な
い
」
（
現
場
管
理
）
な

ど
と
不
満
の
声
が
あ
が
り
ま
し

た
。
ま
た
「
竣
工
が
迫
り
、
工
期

が
厳
し
い
せ
い
か
、
昼
食（
弁
当
）

を
作
業
し
て
い
る
所
で
食
べ
て
も

注
意
さ
れ
な
い
」
「
養
生
を
し
て

い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
い
ち
い

ち
安
全
靴
を
脱
ぐ
こ
と
に
な
り
、

作
業
効
率
が
上
が
ら
な
い
」
（
石

工
）
、
「
入
口
に
、
こ
ん
な
に
ガ

ー
ド
マ
ン
が
い
る
の
は
今
日
ぐ
ら

い
だ
。
み
ん
な
言
い
た
い
こ
と
は

た
く
さ
ん
あ
る
が
、
口
止
め
さ
れ

て
い
る
」
（
現
場
管
理
）
な
ど
の

指
摘
も
あ
り
ま
し
た
。

約
1
時
間
強
の
行
動
で
47
人
の

従
事
者
か
ら
聞
き
取
り
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

5
月
14
日
、
労
働
対
策
部
で
は

安
全
衛
生
活
動
者
会
議
を
行
な

い
、
24
支
部
46
人
が
出
席
し
ま
し

た
。午

前
は
東
京
安
全
衛
生
セ
ン
タ

ー
の
外
山
尚
紀
さ
ん
を
招
き
「
ア

ス
ベ
ス
ト
と
そ
の
リ
ス
ク
、
対
策

に
つ
い
て
」の
講
演
を
受
け
た
後
、

バ
ズ
・
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
6
人
前
後

の
グ
ル
ー
プ
を
い
く
つ
か
作
り
、

そ
の
グ
ル
ー
プ
の
中
で
リ
ー
ダ
ー

と
記
録
係
を
決
め
、
テ
ー
マ
に
つ

い
て
意
見
を
述
べ
合
い
、
グ
ル
ー

プ
の
意
見
を
発
表
す
る
）
を
行
な

い
ま
し
た
。
午
後
は
熱
中
症
対
策

の
ミ
ニ
学
習
、
働
き
方
改
革
や
外

国
人
労
働
者
問
題
な
ど
に
つ
い
て

の
報
告
を
受
け
、
再
び
バ
ズ
・
セ

ッ
シ
ョ
ン
を
行
な
い
ま
し
た
。

活
動
者
会
議
の
最
後
に
、
昼
休

み
な
ど
で
出
席
者
の
投
票
で
決
ま

っ
た
2
0
1
9
年
度
の
東
京
土
建

「
安
全
衛
生
標
語
」
を
発
表
。
「
優

先
は
工
期
じ
ゃ
な
い
ぞ
！
命
だ
ぞ

！
」
（
西
東
京
支
部
）
、
「
明
る

い
未
来
は
無
事
故
か
ら
」
（
大
田

支
部
）の
標
語
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
2
支
部
に
は
後
日
、
安
全

パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
で
積
極
的
に
活

用
し
て
も
ら
う
よ
う
に
、
名
入
れ

し
た
ヘ
ル
メ
ッ
ト
10
個
を
贈
呈
す

る
と
し
ま
し
た
。

アンケートを書き込みな
がら従事者の話を聞く

求

人

雇
用
、地
域
経
済
を
破
壊
す
る

改
憲
策
動
は
ノ
ー

税
率
ア
ッ
プ
は
中
止
に

国
会
前
で
１
９
０
０
人
唱
和

安衛活会

標
語
は
西
東
京
と
大
田

バ
ズ
・
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
深
め
る

消費税は汚らしい税制

１０％はストップ

４７
人
か
ら
聞
き
取
り

オ
ー
ク
ラ
前
２
回
目
の
行
動

外
国
人
受
け
入
れ
適
正
に


